
　「日本」は「クィア」か――この問いにおける「日本」とは何を意味し、
同時にそれは「日本」以外の地域にどのような意味を与えることになる
のだろうか。一方で「クィア」とは、いまだにネガティブな意味を保ち続
けているのだろうか。「クィア」が元々のネガティブな意味を離れ、そこ
にポジティブな意味が与えられるとき、それは何を意味しているのだろ
うか？この論考では、「変態」であることをポジティブなものとしようと
するものを含め、日本のジェンダー・セクシュアリティをめぐる言説にお
ける国境・民族の境界の緊張関係を振り返ることで、ジェンダー・セク
シュアリティと創出される他者像を問い直し、90年代以降の日本に関
わるクィア・スタディーズの再文脈化を試みる。
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